
 

 

 

 

かがわグリーン・ツーリズム推進協議会の主催により、標記モデル企画が令和３年１２月４日（土）に、観音寺市
五郷地区の「五郷里づくりの会」で開催され、１７名の方に参加いただきました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊稔池ダムについての説明の後、散策を行いました。豊稔池ダムに初めて訪れたという参加者が多く、前日に

降雨があったため、ダムから放水される様を見ることができました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加者は、「五郷里づくりの会」スタッフに作り方を教えてもらいながら、ピザ作り体験に挑戦しました。生地を伸

ばす際、きれいな円形にならず苦労している参加者もいました。伸ばしたピザ生地にピザソースを塗り、五郷産の

ブロッコリーやベーコン、チーズをのせる作業を行いました。焼きあがった班から焼きたてのピザを食べました。 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

スタッフがポン菓子づくりを実演しました。製作時の大きな破裂音に驚いていました。                                                                                   

五郷産みかんを使って、ジュース搾りを体験しました。コップ 1杯分のジュースを搾るまでに時間がかかりました

が、皆さん満足そうでした。        

五郷地区活性化のシンボルである水車の歴史などについて、スタッフからの説明を聞きました。水の力を利用

して精米やそばの粉ひきなどを行うときの仕組みを熱心に聞いていました。 

 

 

 

               
 
 
 
 
 

里山歩きでは、スタッフから五郷の自然、歴史、文化についての話を聞きながら、２km 以上の道のりを歩きまし

た。五郷地区の自然や歴史を感じることができ、皆さん景色などを楽しみながら歩いていました。 
今回の体験が、今後の農業・農村の理解と新たな体験へのきっかけ作りになることを期待しています。 

第２９回かがわ型グリーン・ツーリズム体験モデル企画       
「里山の林のトンネルを歩いて、おいしいピザを食べましょう」

が開催されました。 


